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 今回寄稿された 10 名の論文を読み終え、或る感銘を受けている。この間、論者それぞれ
が、問題意識を研ぎ澄ませて、世界と歴史の広野の中から自らの研究対象を掘り当て、そ
の事象が問うてくる困難な要求に応答し、私たちの現在へと問いを投げ返そうとしている、
そして、この間続けてきた議論の場や同時代性の共有を通じて、それぞれの問いが互いに
呼応しあう、その現場に立ち会う緊張と喜びを感じる。 
 論文集は、時代を 19 世紀末のイギリスに遡って、モリスの『ユートピアだより』（1890
年）における労働と自由への問いかけ（高橋論文）で始まる。モリスの作品で、個人の尊
厳と共同性、自由と楽しみに満ちた労働を目の当たりにしたユートピアへの旅は、最後に、
「夢」からさめる。しかし、主人公は、夢を見ていたにすぎないと気づいても「絶望」に
かられていないことに気づく。彼は、それがただの夢 dream ではなく、「vision」なのだ、
ということを認め、「望むこと」という「希望」を示唆している。このモリス／高橋の労働
と自由への問いかけは、その後の論文のいろいろな箇所で谺として響いてくるだろう。 
続く須藤論文では、カネッティの身体的トラウマと眼と表象の関係が、レンブラント『目
を抉られるサムスン』とカネッティのテクストを通じて、ドラマティックに解読される。
朴論文では、16 世紀の黄真伊というキーセン女性の現代における表象形成を対象に、民
族・国家・アイデンティテイ・ジェンダーの周到な分析がなされている。李葉箋論文は、
近代中国において、展覧会が、国家を通じて国民に美術を普及させるための空間から、首
都と一体となって国家イメージを形成し、国家の審美教育を担う空間へ、さらには、美術
を通じて国民を抗戦へと向かわせる文化政策の空間へと変化していった状況を、ダイナミ
ックに提示している。大内論文は、1930 年代、ハンセン病隔離政策に「皇恩」が果たした
重要な役割と、南進政策の中で、それがハンセン病者文芸においていかに強烈な現れをし
たかを、具体的作品を読むことによって丁寧に分析している。続く南論文は、その同時代、
日本の侵略に抗しながら、戦後は、朝鮮半島の南北と中国で、それぞれの指導者のもとで
記録と記憶を消されてきた朝鮮義勇軍を描く小説『激情時代』を、女性像から読み解く試
みをしている。安論文は、現在の韓国における移住女性の生を研究対象にすることによっ
て、新自由主義的労働の移動拡大と古くからの家父長制下の女性役割が互いを求め合う現
場に焦点を当てている。また、映画『She Is』を扱うことによって、その制作と受容を通し
て、移住女性と韓国女性が等身大の身体をもって出会うコンタクトゾーンの意味も示唆し
ている。李文哲論文は、同じ朝鮮民族が、現代中国の少数民族政策のもとではどういう状
況にあるかを、法律や漢民族、朝鮮民族幹部や研究者のオフィシャルな言説、ネット上で
の民衆の言説などの分析を通じて、矛盾や不均衡を炙り出し、新しいディスコースの可能
性を模索している。武蔵論文は、実際に地域コミュニティで市民運動で主体的に動いた経
験から、市民が考え、判断し、行動していく際の困難と可能性を、特にメディアに焦点を
当てて検証している。 
最後の木村論文は、まさに冒頭のモリス／高橋が、「希望」ということばを引用しつつ大
きな弧を描いて投げかけた労働と自由の問いに、期せずして「絶望」という強烈なことば
で応答するテクストとなっている。現代の政治／思想状況を鋭利に分析し、偽りの「希望」
を幾つも幾つも剥ぎ取りながら、彼がなぜ「絶望」を言うのか、まずは読者に一読を乞い
たい。それは論者の知性であり覚悟であり、そして上記 9 名の論者や他の参加者、そして
私を含めた共同の場に議論を投げ返すものであり、さらには、本報告書の読者にプロジェ
クトの議論を開いていく通路ともなるものである。 
